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通常のハウスホルダー法をブロック化することで演算の局所化を高め、 
高速な CPUの性能を十分に引き出し、メモリへのアクセス転送量の 
低減を意図する。 
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 ソフトとする 
・独自に頒布する 
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要旨: 
大規模な行列の問題を取扱う際には、記憶階層間のデータ転送が性能の隘路になり易いので、記憶参照

の局所性は極めて重要である。記憶参照の局所性の高い実装は通常、ブロック化アルゴリズムにより得

られる。本実験では、WY表現による方法[1,8]のものとは異なる[7]のものに似た「Block Reflector=ブ
ロック鏡映変換」に基づくブロックハウスホルダー変換を用いる。 
 ブロックハウスホルダー変換(ブロック鏡映変換)に依れば、通常のハウスホルダー変換を用いる行列の
アルゴリズムは、それを真似て容易にブロック化アルゴリズムへと導くことができる。例えば、密な対

称行列のブロック 3重対角化、ブロック帯行列のブロック 3重対角化などである。ブロック 3重対角化
を行えば参照せねばならないデータ量が減少できるので、それ以降の取り扱いが楽になる。ブロック化

された三重対角行列をより小さなブロックからなるブロック帯行列とみなせば、それを帯ハウスホルダ

ー法によってより小さなブロックの三重対角行列として帯幅を縮小することも可能である。計算の主要

部はブロック小行列同士の行列積で、それに高速乗算法を適用すれば理論上は計算量の指数が少し減ら

せることも言える。 



結論: 
ブロック鏡映変換に基づくブロックハウスホルダー変換を実装し、固有値問題の対称密行列のブロック

三重対角化を実験した。ブロック化しないアルゴリズムと比べると、ブロック化による小行列のサイズ

を bとする時、b倍だけ記憶参照の局所性が増すので大規模問題に効果がある。 局所性が増す為、記憶
の転送の手間が高度に減少し、ローカル記憶の容量が少ない場合にも計算の経過時間を短縮することが

出来る。 ネットワークによる並列分散記憶型の計算機や共有記憶型の並列計算機にとっても、計算要
素の持つローカルな記憶への参照の割合を高めて、記憶のネットワークによる転送あるいは内部バスの

競合を減らせるので、並列化の効果が高いと期待できる。 
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